
市連主催大会 : 共通要項 
 

競技関係について  ・全ての大会は、開催年度の（公財）日本ソフトテニス連盟ハンドブックにより 

実施する。 

・大会参加者は、公認ウエアを着用の上、必ず日連規定のゼッケンを着用するこ

と。（4点留め） 

・申込期日は、必ず厳守すること。  

１．大会受付・開会式 大会受付：午前 8時 15分、  開会式：午前 8時 50分 

・受付、開会式の開始時間を変更する場合は、大会要項に記載する。 

・開会式への不参加者及び受付終了（開会式開始まで）までに受付がなされな 

い場合は大会への参加は認めない。なお、団体戦の受付は補欠を含む参加者

全員が揃ってゼッケンを着用し行うこと。但し、やむを得ない事情がある場合は、

大会主催者判断で参加を認める場合がある。 

 

２．大会参加資格 （1）市連会員登録をした者 

（市連会員登録は、大会参加申込み締切日までに完了すること） 

（2）日連・県連会員登録をした者 

（3）2級審判員以上及びジュニア審判員の資格を有する者 

（4）秋季選手権のみ市連未登録者の参加を 1回のみ認める。 

（5）秋季団体戦のみ全種別に混成チームを認める。ただし、2 団体までの構成と

する。混成チームの 2チーム目は認めない。 

３．大会参加料 市連主催大会は、以下の参加料に定める。 

(1) 選手権 ２，０００円 

(2) 団体戦 ６，０００円 

(3) 未登録者 上記に +１，０００円（秋季選手権のみ） 

 

４．審     判 ・原則として、個人戦は第１試合のみ指定審判、予選リーグは前の試合から１名

ずつ、トーナメントは敗者審判とする。団体戦は相互審判とする。 

５．選手の変更 

（1）団体戦  

・選手変更については、大会受付終了時までに変更の理由、選手名を「選手変

更届」により申し出て、競技委員長の許可を得なければならない。 

但し、同一チームで複数のチームが出場している場合、チーム間の選手変更は

認めない。 

・チーム内の選手変更は３名までとする。 

・大会当日の選手追加については認めない。 

（2）個人戦 ・プログラム編成後の変更は認めない。 

・申し込み選手の片方が、不測の事情により出場できなくなった場合、出場する

選手が大会受付終了までに変更の理由、変更する選手名・参加資格を記入し

た変更届を提出し、競技委員長の許可を得なければならない。 

・各種別とも申込み数が３ペアに満たない場合、その種別の試合は不成立と 

し、若い年齢の種別に組み込むものとする。 

但し、２種別以上離れる時は、参加者へ確認する。 



（3）選抜インドア大会 

 ・一般の部及び、35歳の部について、出場資格はランキング選手の順位 

（ペアでのランキング）で決定する為、プログラム編成後の変更は認めない。 

・大会当日の変更は認めない。 

 

６．コロナ対策 

（注意事項） 

（1）マスクを持参すること。 

（2）こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を実施すること。 

（3）他の参加者、主催者スタッフ等との距離を確保すること。 

（4）大会中に大きな声で会話、応援等をしないこと。 

（5）感染防止のため、主催者が決めたその他の措置の遵守、主催者の指示に従うこ

と。 

（6）大会終了後、２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、主催者

に速やかに感染した旨とともに、濃厚接触者の有無について報告すること。 

（7）参加にあたっては、新型コロナウイルスの感染拡大防止に関して、（公財）日本ソ

フトテニス連盟がまとめた「ソフトテニス大会等の再開に向けた感染拡大予防ガイ

ドライン」を充分理解して参加すること。 

 

７．その他 （1）開会式には、全員参加すること。 

（2）試合進行は、進行表に従い実施するため、原則として放送は行わない。 

（3）前の試合終了後、アンパイヤーが到着後 5 分以内にコートに入場しない選手（ペ

ア）は失格とすることがある。 

（4）県営名島運動公園庭球場に駐車する場合、車のダッシュボードに「クラブ名」、

「氏名」及び「連絡先」を記入した用紙を置くこと。 

（5）弁当等のゴミは、各自持ち帰るとともに、ペットボトル空缶等は所定の場所に投函

し、施設の美観に配慮すること。 

（6）天候不順で試合の開催が危ぶまれる場合の判断については、事前に身の危険

が察知される場合以外は、試合会場で判断する。 

(7)入賞者写真を HPに掲載しますのでご了承ください。 

 

罰則について ・（公財）日本ソフトテニス連盟ハンドブック競技規則、共通要項、大会要項等の申し

合せ事項に故意又は作為的に違反した場合は、一定期間の出場停止の処分を含

めた罰則を与える場合があるので、スポーツマンシップにより違反のないようにする

こと。 

・参加資格の違反は発見時に、その大会の出場資格を失う。 

なお団体戦においてはその所属チームが、個人戦においてはそのペアが、大会参

加資格を失う。 

・以後の出場停止等の処分については、常任理事会で決定する。 

 


